
(公財)日本ソフトボール協会 記録委員会

21年頁 ２０２１年オフィシャル ルール 22年頁 ２０２２年オフィシャル ルール

121 121

(公財)日本ソフトボール協会 記録委員会

21年頁 ２０２１年 競技者必携 22年頁 ２０２２年 競技者必携

130 その年度のワッペンが交付される 132 その年度の登録カードが交付される

131 その年度のワッペンを携帯しなければ 133 その年度の登録カードを携帯しなければ

135 ｽｺｱｶｰﾄﾞ、鉛筆またはｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙ（黒、B～２B）、 137 ｽｺｱｶｰﾄﾞ、鉛筆またはｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙ（B～２B）、

消しゴム、定規、時計、鉛筆けずり、集計用電卓 消しゴム、定規、時計、・・・

144 正規の服装で（ワッペンを忘れないこと） 146 正規の服装で（登録カードを忘れないこと）

144 持参するものは・・・・ 146 持参するものは・・・・

ｽｺｱﾘﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ・鉛筆、定規、小型電卓、集計用紙 ｽｺｱﾘﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ・鉛筆、定規、集計用紙

150 〇〇年連続　〇〇度目の優勝 152 〇〇年連続　〇〇回目の優勝

公式記録員手引 公式記録員手引

３－（２）－２） ３－（２）－２）

記録３号 記録３号

１-（6）-② 1-（6）-②

公式記録員手引 公式記録員手引

３－（２）－１） ３－（２）－１）

〃 〃

第６条　３ 第６条　３

公式記録員手引き 公式記録員手引き

第６条　２ 第６条　２

２０２２年オフィシャルソフトボール ルール改正

項 項

１２－９－３ 各塁での離塁アウトは、各塁手にプットアウトが
記録される

１２－９－３ 走者に離塁アウトが宣告されたときは、最も近い
野手にプットアウトを記録する。

２０２２年オフィシャルソフトボール 競技者必携(記録の部)改正

項 項

公式記録員規定 公式記録員規定

－1－



資料2

記録委員会 統一事項 令和4年2月11日

◎ 全国大会・日本リーグ

1 基本事項

(1) 公式記録員手引 ～公式記録員の役割と心得～ を遵守すること。

(2)

(3)

(4) 記録員は先発完投形を原則としながらも、記録員の育成にも配慮すること。

(5) 審判記録会議には必ず出席し、競技規則等の確認をすること。

(6)

(7) 試合当日は定められた時間に集合し、全体朝礼や記録員朝礼に参加すること。

(8)

(9) 試合前、担当審判員・放送員とのミーティングに参加し、連携を密にすること。

(10) 試合後は、記録長等によるスコアカードの点検を受けるまでを１試合の業務とする。

(11)

(12) 報道関係へはすべて記録本部から連絡・回答すること。（報道責任者と連携する）

なお、報道関係者の要望には可能な限り応えること。

(13)

2 資格制度の徹底について

3 日本協会派遣記録員について

(1) 全国大会

①-1 記録委員会委員が派遣される場合（国体以外）

大会記録長 日本協会記録委員長、副委員長、委員

①-2 記録委員会委員が派遣される場合（国体）

大会記録長 日本協会記録委員長

大会副記録長 日本協会記録副委員長、委員 ※種別毎

② 記録委員会委員の派遣されない場合

大会記録長 開催地記録委員長

(2) 日本リーグ／ＪＤリーグ

① 記録委員会委員が派遣される場合

大会記録長 日本協会記録委員長、副委員長、委員

大会副記録長 開催地記録委員長

② 記録委員会委員以外のリーグ記録員が派遣される場合

大会記録長 開催地記録委員長

大会副記録長 開催地記録副委員長等

リーグ記録員 日本協会記録委員会が指名した記録員

4 国民体育大会について

(1)

(2) リハーサル大会終了後、すみやかに反省会を行い、本大会へ向けた準備を行うこと。

◎ 認定会

1 第１種認定会

(1) 事前研修を十分行い、受験者の理解度を知ることが重要である。

(2) 所定の書式で受験者名簿を作成すること。

(3) 所定の書式による合格者名簿と、(2)の受験者名簿と共に認定手続きを行うこと。

試合会場に記録集計本部を設置し、コピー・電話・ＦＡＸ・パソコン等を準備するこ
と。また、情報伝達をスムースに行うため、Wifi環境の整備に努めること。

事前研修会に参加し、スコアリングマニュアルの確認を始め、様々な事例に対応でき
るよう努めること。

記録帳票（特に３号、４号）の提供には間違いやモレが無いよう事前に点検を行うこ
と。

前年に開催されるリハーサル大会では、日本協会記録委員会と連携を保ちつつ、本大
会と同様の業務運営を行うこと。

前日までの準備が大会成功の鍵となるため、機器の点検やＰＣ集計のためのチーム名
や選手名などデータ点検は必ず行うこと。

スコアカードは関係各所に提供するため、コピーやスキャナーを利用するので濃い鉛
筆（Ｂ、２Ｂ）を使用し、文字は楷書で丁寧に書くこと。

全国大会、地区大会、支部大会での記録は、決められた資格者が担当すること。

降雨等でグラウンド状態が悪く、整備が行われるときには、積極的に参加し、試合の
進行に協力すること。
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資料３－１

　投手が落球しても一塁に送球して打者走者をアウトにしているので、投手の失策は記録しな
いが、その落球がなければ二塁走者は進塁出来ないので、二塁からの進塁はフライ落球による
失策とする。２番打者の所にはフライ記号と引き出しメモ「落球」を残すと良い。
　参考：スコアリングマニュアル事例編、P60の事例14-3

Ⅲ Ⅲ６ ６

１E

Ⅰ

（４）

S'

１-３

（５）

記帳回答

　先頭打者は右翼越え二塁打を打った。

　次打者はフライを打ち上たが投手が落球。すぐ
に投手自身がボールを拾い一塁へ送球し打者走者
をアウトにした (記録上は失策無し) 。

　二三塁間にいる二塁走者は落球を見て三塁へ進
塁(打者はアウトになっているので失策による進塁
ではなく、記録上は打撃による進塁とした)し、そ
のままの流れで本塁に向かい得点した。

　この時すでに大量得点を取られていた守備側は
本塁への対応（緩慢ブレイと見て取れる）もしな
かったので、盗塁による得点とした。これでよい
か？

(2)
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（公財）日本ソフトボール協会記録委員会

スコアカードの点検に関する留意点
スコアカードの点検は手順を決め、短時間で終わるよう、要領よく行う必要があります。

◎スコアカードの点検は、次の順番で点検を行います。

ボックス → 交代 → 集計 → その他

【Ⅰ】 ボックスの点検例

1 犠牲打

1-1 犠牲打のつけ忘れ。特に犠打失策、犠打野選の場合。

1-2 二死後のバントは犠牲打にならない。

1-3 外野飛球での二進、三進は犠牲飛球にならない。

1-4 内野飛球での捕球後場外は犠牲飛球、打点とならない。

1-5 オーバースライドアウトは犠牲バントを記録する。

1-6 バントで送られた走者が封殺されず失策で生きた場合、犠牲打を記録しない。

2 塁打数

2-1 先行走者がアウトになった場合の塁打数。

2-2 塁の空過によりアピールアウトになった場合の塁打数。

2-3 サヨナラの場合の塁打数。

2-4 打者走者がオーバースライドの場合は塁を得たことにならない。

3 盗塁

3-1 盗塁を阻止しようとした捕手の悪送球。

3-2 重盗の一方を（ＤＳ）と括弧をつけてしまった。

3-3 重盗の見落とし、つけ忘れ。 ’S と ’(２－６) など。

3-4 重盗を試みたが盗塁死した場合、もう一方は盗塁とならない。 注：同時プレイの場合

3-5 四球後の盗塁のつけ忘れ。

4 アウトにした走者

4-1 アウトにした走者と残塁走者の間違い。（例） ６ⅡＢ／Ⅲ

5 ディフレクト記帳の誤り

6 併殺

6-1 併殺箇所の記帳誤り。

6-2 併殺記号(ＤＰ)のつけ忘れ。

6-3 「併殺崩れ」の送球ミスが失策とならない場合。

7 打撃妨害・走塁妨害

打撃妨害

7-1 打撃妨害△２Ｅの失策記録のつけ忘れ。

7-2 打撃妨害を▲２Ｅとしてしまう間違い。

走塁妨害

7-3 ランダウンプレイでない走塁妨害には失策を記録しない。



8 打点

8-1 併殺時に打点がつかない場合と打点がつく場合

8-2 失策があったときの打点には要注意。

9 離塁アウト

9-1 離塁アウトの刺殺野手記号つけ忘れ。

9-2 離塁アウトの投球取り消し忘れ。

9-3 離塁アウトの刺殺野手記号の間違い。

（アウトのコールがあった時、走者に最も近い野手に与える）

10 ゴロ記号

10-1 ゴロ記号は記入しない。

11 進塁させた打者の打順

12 安打となる場合

安打の記録

12-1 走者の進塁があった場合に、安打を記録していない誤り。

12-2 サヨナラの場面では野手選択とせず、安打を記録する。

外野への打球

12-3 外野へのゴロ封殺アウトで安打記録の誤り。

12-4 外野へのゴロで生きた場合、外野手の送球失策とならない。  ×９Ｅ－３ → ／９

12-5 外野へのゴロを送球し、塁で落球すると安打は記録しない。    ９－３Ｅ

13 アウトの順序

14 進塁放棄

14-1 進塁放棄の記帳（打者走者が一塁に生きた後に放棄）。 ３ＴＯ

14-2 進塁放棄の記帳（打者走者が一塁に達する前に放棄）。 ▲２

15 暴投・捕逸

15-1 暴投や捕逸がおきた時、複数の走者がいた場合の（ ）つけ忘れ。

15-2   三振振り逃げの新しい記帳法 ＫＳ ＫＬ

ＷＰ ＰＢ

16 メモがついているようなところは、間違えている場合がある。

17 改正前の記帳法での記帳の誤り（ゴロ記号、タイブレーク走者・・・）

18 自責点

自責点・非自責点となる場合をしっかりと把握しましょう。

18-1 そのイニングに失策・捕逸がなければ、失点は全て自責点

18-2 失策や振り逃げ暴投・振り逃げ捕逸で出塁した、または置き換わった走者。

18-3 打撃時間の延長。

18-4 アウトの守備機会。

18-5 アウトの守備機会とならない失策。

18-6 自責点の復活・・・安打・四死球・故意四球・暴投・不正投球。（あじわい）

18-7 投手交代時の塁上の走者。



【Ⅱ】 交代

自チームのシート欄、ボックス欄と相手チームの交代の記録欄を連動させる。

特にＤＰ、ＦＰの兼務、再出場に要注意。

19 ボックスの縦波線、＃ＵＮの有無

19-1 代打、代打再出場での出場とその後の打席。

19-2    守備交代からの出場後の打席。

20 交代の記帳欄（交代メモ）

20-1 同じ打順での選手交代と守備位置交代がある場合。 例： （７）－（８）＃ＵＮ

20-2 ＤＰの代打･代走で出場した後の交代の記帳欄。

20-3 ＤＰの守備兼務、兼務解除。 例： （ＤＰ）－（１）、（１）－（ＤＰ）

20-4 ＦＰのＤＰ兼務、兼務解除の記帳はしない。

21 位置欄（シート欄）の記帳

21-1 再出場時の位置欄の記帳

21-2 ＤＰの交代時 例： ＨＤＰ、ＲＤＰ 等。

21-3 ＦＰのＤＰ兼務時、欄外への FP 記入。

【Ⅲ】 集計

22 縦集計

22-1 離塁アウトの投球は取り消す。故意四球の投球数は実際に投球した数。

22-2 投手が交代した時の投球数。

22-3 失策のつけ忘れ

23 横集計

23-1 同じ打順に複数の選手がいる場合・・・特に得点、残塁の集計欄。

23-2 代走、テンポラリーランナーの打席数に０を記入。

23-3 打撃妨害、一塁への走塁妨害の横集計。

21-4 三振（振り逃げ三振を含む）・盗塁・打点の集計もれはないか。

24 検算が合っているか

24-1 打席数＝打数＋犠牲打＋四球＋故意四球＋死球＋打撃（一塁への出塁）妨害

24-2 打席数＝得点＋残塁＋相手チーム刺殺数（－タイブレーク走者）

25 投手成績集計

25-1 投手の投球回数

25-2 投手の失点・自責点

特に、投手交代があった場合の、投球回数、失点、自責点、投球数、勝敗に注意

25-3 奪三振・与四死球の記録（打者・投手）

25-4 投球数（離塁アウト、故意四球、離れた打順）

25-5 勝利投手・敗戦投手

勝利投手・敗戦投手について先攻・後攻を逆に記入していないか。

勝利投手は先発投手の投球回数に注意。

26 補殺・刺殺・失策集計

26-1 補殺・刺殺  例： 失策を伴う場合 ５－３Ｅ、 一連の送球での補殺 8-2-5TO

26-2 ＦＰがＤＰの打席に入る場合、ＤＰの打順に守備集計をせず、ＦＰ欄に集約しても良い



【Ⅳ】 その他

27 選手名・チーム名の誤り（漢字の間違いを含み）はないか。

28 イニングスコア欄。得点経過に誤りはないか。

29 試合時間の計算間違いはないか。

30 記帳もれ（選手名・ＵＮ）や、斜線（／）の未記入はないか。

31 捕逸欄、併殺欄の先攻・後攻を逆に記入していないか。

• 登録カード記入見本



資料５－２（問題）

（公財）日本ソフトボール協会記録委員会

スコアカードの点検に関する留意点 問題

次のボックスの点検を行ってください
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６-３

５-３

４

）

８

）

◇９

）

Ｆ２

）

４

）

Ｆ２

４-３

・
8④

・
7

・
7⑤

・
7

・
7

・
7

←2E-6

'

⑤

DS (3)

(DS)

'

'

'

3

7

Ｂ

・

(2)(3)

(2-6)

'

'

'

Ｓ Ｓ'

'

'

(2)(3)

'2-6-
2TO

オ
ー
バ
ー
ス
ラ
イ
ド

5-

↑

←(3)

Ⅲ
４-３

(4)
Ⅱ



資料５－２（問題）

４－１ ５ ６－１ ６－２ ６－３

７－１ ７－２ ７－３ ８－１ ８－２

９－２～３ １１ １２－２ １２－３～４ １３

5 5

6 6

4

・

4 4

5 5 5

2 2 2

○

7回裏
０－０

1 1 1

3 3 3

4 4 4 4 4

5 5 5 5 5

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

5 5 5 5 5

1 1 1 1 1

3 3 3 3 3

4 4 4 4 4

1 1 1 1 1

2 2 2 2 2

1 1

2 2

3 3

4 4

○

○

④

6E-3

Ⅲ

６-３

Ⅲ

Ⅲ

ⅢⅢ

５-３

３-４-３

６ⅡＢ

Ｆ３ ６-３

５-３

６

５-３４

）

）

）

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

8
・

・ ・

・・

78５

6TO

5-

5･6 5･6

(2)(2)

(3)

5TO

DPデ
ィ
フ
レ
ク
ト

5ⅢB

(2)(3)

6ⅡB

6-

6-4

６-３

Ⅰ
３-４

Ⅰ

４-３ ◇5-3

１-３

５-３ ４-３

１-３１-３

◇3-4

(6)-4-3

△２ ▲２E

(3) (3)

(2) (2) (2)

(3)

④

④

③△２E

打
撃
妨
害

打
撃
妨
害

ⅡⅡ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ8④

Ⅲ
８

）

8

Ⅲ Ⅲ

8

走
塁
妨
害

④

・ ・

・

Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅲ

・
8

４

）

8

DP

6-4

9

・

(4)

・

・

8

9

4TO

5-3E

8

◇3-4
・
8

・
8

(2) (2)(3)

(3)

(3)(4)

(4) (4)

８

）

5RO

'

'
Ⅱ

Ⅲ

'

3

８

）

Ⅰ Ⅰ
◇3-4

6-

Ⅱ

4E
Ⅲ

Ｋ

2-4

TO
'

4FC

④

一
死
サ
ヨ
ナ
ラ

DP

(3)

三
塁
手
が
本
塁
は
間
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
た

・

9

・

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

8

・

9E-3

(3)

8-6

8-

(4)

8-6E

⑤

）

◇８

５-３

Ⅲ
６-３

9

・

Ⅰ

8

・

(2)

5TO

ｰ
５

Ⅱ

DP



資料５－２（問題）

１４－１～２ １５－１～２ １８－２ １８－３ １８－４

１８－５ １８－６ １８－７

投手Ａ

投手Ｂ

5 5 5
○
○

6 6

ＫＳ

4 4 4

5 5 5

6 6 6 6 6

3 3 3

1 1 1

2 2 2

4 4 4

2 2 2
・
・
・

○
○

3

1 1

3 3
○

1 1 1

失点は誰か

2 2

3 3

○

4 4

5 5

・

'

Ⅲ
５-３

Ⅲ
５-３

Ⅰ
6

▲３

・
8

２ＴＯ

Ⅱ

放
棄

放
棄

・
8

(2)ＷＰ

ＰＢ

Ⅰ

KWP

ＰＢ

◇3-4

④'

7-6

TO
↑

5

Ⅱ
'’

'’

'’

６E
Ⅰ

(3)

(2)

④ D

5ⅢB

６E

５-

5-6

Ⅰ

(3)

④

9
・

Ⅱ

）

◇８

Ⅲ
６-３

Ⅰ Ⅰ

）

(3)

(2)

⑤
・
8

・
8

8

４-３

Ⅲ Ⅲ

(4)

◇5-3

◇3-4

△２E

Ⅱ

(4)(5)

(2)

・

５-３

8E④

9
・

４

）

Ⅱ

・

5E

Ⅰ

Ⅰ
(3) (2)

④

④

・

9

7

６E３

５-３

Ⅲ

５-３

◇3-4

2-6

TO

'

'
Ⅱ

7-5

TO

7
・

(3)

Ⅱ

8
・

８

）

Ⅲ

・
8

Ⅲ
６-３

(5)

5-
Ⅱ

８-5

TO



資料５－３（問題）

（公財）日本ソフトボール協会記録委員会

スコアカードの点検に関する留意点 問題

交代の点検事例

19 ボックスの縦波線、#UNの有無

位置 （先攻） No.
③ R 品川　咲良 3
H 目黒　　凜 12

8

20-1 同打順での選手交代と守備位置交代がある場合

（先攻）
③ 品川　咲良 3
 1 目黒　　凜 12

8
① 3 渋谷　結菜 10

9

20-3 ＤＰの守備兼務、兼務解除

（先攻）
 3 OP 3 品川　咲良 3

8
 DP H　DP 渋谷　結菜 10 ○

Ｈ 目黒　　凜 12 ○

9

20-3 ＤＰの守備兼務、兼務解除（ＦＰの再出場がある場合）

（先攻）
 DP1DP 品川　咲良 3

9
① 渋谷　結菜 10

(FP)

1 2 3 4 5 6

6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5

（後攻の交代記帳欄）

(1) #12
(3) #10

③ #3
① #10

ＫＳ

（後攻の交代記帳欄）
(3)-(OP)
(DP)-(DP3)

(OP)-(3)
(DP) #12

DP  #10

（後攻の交代記帳欄）

（後攻の交代記帳欄）

（DP)-(1) (DP1)-(DP)
① #10

1 2 3 4 5 6

H
R

Ｄ

#3
5-3

Ⅱ

H

5
Ⅰ

）

Ⅱ

H



資料５－３（問題）

20-4 ＦＰのＤＰ兼務、兼務解除（ＤＰのＦＰ以外の守備兼務）

（先攻）
　3OP 目黒　　凜 12

7
品川　咲良 3

FP H1 渋谷　結菜 10
TR 目黒　　凜 12

8
2 OP 2 神田　綾花 5

9
① 渋谷　結菜 10

(FP)

21-2 DPの交代時の位置欄の記帳（先発ＤＰの再出場がある場合）

（先攻）
 DP 品川　咲良 3 ○

 H 目黒　　凜 12 ○

9

1 2 3 4 5 6

2 3 4 5 6

（後攻の交代記帳欄）

（１）－（１DP) DP1  #3 (DP2) #3

 DP  #3

（後攻の交代記帳欄）

ＫＬ

(DP3) #3
② #5

1

）
H F 5 DP

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

H

Ⅰ

5-3

6

）

1-3

Ⅱ
TR

Ⅲ
4-3

I B

8

）

#3

Ⅱ

DP1  23



資料５－２（解答）

（公財）日本ソフトボール協会記録委員会

スコアカードの点検に関する留意点 解答

次のボックスの点検を行ってください

１－１ １－２ １－３ １－４ １－５

5E

ＫＳ

１－６ ２－１ ２－２ ２－３ ２－４

３－１ ３－２ ３－３ ３－４ ３－５

8回裏
3－2

③

T T

5 5 5 5 5

・ ・ ・ ・

4 4 4 4

3 3 3 3 3

1 1 1 1 1

2 2 2 2 2

4 4 4 4 4

5 5 5 5 5

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

5

7回裏
０－０

1 1 1 1 1

4 4 4 4 4
○

○

5 5 5 5

・
・
・

3 3 3 3 3

1 1 1 1 1

2 2 2 2 2

・
・
・

4

Ⅰ

8

'

・）

Ⅱ

Ⅱ

ⅠⅠ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

7

86

(3)3-6

3-6

TO５

(4)

3-

2E-4

Ｋ

5E

1-6

）

1-

5-6

(4)

◇5FC

③

８
）

）

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

３-４

(2)(4)

D

◇F９

８
）

(2)

◇3-4

◇F５

）

）
）

６

捕
球
後
場
外

６-３

Ⅰ

・

・

3FC

３ⅠＢ

９

）

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ Ⅲ

５-３ ４-３

IF４

）

）

６-３

9-6

TO

オ
ー
バ
ー
ス
ラ
イ
ド

1-6E

3

◇1-

6

8-6

8-
9-2

TO

9･

7E

(4)

６-３

8

・

・・
7

96E

(3)5ⅢB

5-

(5)

(4)

(3)

⑤

⑤

４-３

9･

二
死
サ
ヨ
ナ
ラ

ＩＢ

8-3(AO)

塁
の
空
過

⑤

◇5-3

ⅠⅠ

Ⅰ Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

ⅢⅢⅢ

６-３

６-３ ４-３

４-３

５-３

６-３

５-３

４

）

８

）

◇９

）

Ｆ２

）

４

）

Ｆ２

４-３

・
8④

・
7

・
7⑤

・
7

・
7

・
7

←2E-6

'

⑤

DS (3)

(DS)

'

'

'

3

7

Ｂ

・

(2)(3)

(2-6)

'

'

'

Ｓ Ｓ'

'

'

(2)(3)

'2-6-

2TO

オ
ー
バ
ー
ス
ラ
イ
ド

5-

◇2E-4

5FC

(3)

◇３FC

1-

9･

(9-2)←

9-6

TO

9
・

(5)

2E-6←Ｓ'

④

'

'

'DS

DS

(2-6-2) S
↑DS'

←(3)

Ⅲ
４-３

F９

）

F５

）

(4)



資料５－２（解答）

４－１ ５ ６－１ ６－２ ６－３

７－１ ７－２ ７－３ ８－１ ８－２

９－２～３ １１ １２－２ １２－３～４ １３

ＫＬ

2 2 2
 

○

○

○

4

・

4 4

5 5 5

7回裏
０－０

1 1 1

3 3 3

4 4 4 4 4

5 5 5 5 5

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

5 5 5 5 5

1 1 1 1 1

3 3 3 3 3

4 4 4 4 4

1 1 1 1 1

2 2 2 2 2

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

④

6E-3

Ⅲ

６-３

Ⅲ

Ⅲ

ⅢⅢ

５-３

３-４-３

６ⅡＢ

Ｆ３ ６-３

５-３

６

５-３４

）

）

）

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

8
・

・ ・

・・

78５

6TO

5-

5･6 5･6

(2)
(2)

(3)

5TO

D
デ
ィ
フ
レ
ク
ト

5ⅢB

(2)(3)

6ⅡB

6-

6-4

６-３

Ⅰ
３-４

Ⅰ

４-３ ◇5-3

１-３

５-３ ４-３

１-３１-３

◇3-4

(6)-4-3

△２ ▲２E

(3) (3)

(2) (2) (2)

(3)

④

④

③△２E

打
撃
妨
害

打
撃
妨
害

ⅡⅡ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ8④

Ⅲ
８

）

8

Ⅲ Ⅲ

8

走
塁
妨
害

④

・ ・

・

Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅲ

・
8

４

）

8

DP

6-4

9

・

(4)

・

・

8

9

4TO

5-3E

8

◇3-4
・
8

・
8

(2) (2)(3)

(3)

(3)(4)

(4) (4)

８

）

5RO

'

'
Ⅱ

Ⅲ

'

3

８

）

Ⅰ Ⅰ
◇3-4

6-

Ⅱ

4E
Ⅲ

Ｋ

2-4

TO
'

4FC

④

一
死
サ
ヨ
ナ
ラ

DP

△２Ｅ △２Ｅ

③

（3）

③

Ⅲ
６ⅡＢ

６-

３・４-３

DP

DP
6-

(2)(5)

(5)

4

6

(3)

(2)

8
・

・

9

・

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

8

・

9E-3

(3)

8-6

8-

(4)

8-6E

⑤

）

◇８

５-３

Ⅲ
６-３

9

・

Ⅰ

8

・

(2)

5TO

ｰ
５

Ⅱ

DP

Ⅰ

Ⅱ

8-

9
・

'4RO

６RO
または

三
塁
手
が
本
塁
は
間
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
た



資料５－２（解答）

１４－１～２ １５－１～２ １８－２ １８－３ １８－４

１８－５ １８－６ １８－７

投手Ａ

投手Ｂ

5 5 5
○

○

6 6

ＫＳ

4 4 4

Ａ投手の失点１

5 5 5

6 6 6 6

○

6

3 3 3

1 1 1

2 2 2

　

○

4 44 4 4

2 2 2
・
・
・

○

○

3
ＫＳ
ＷＰ

1 1 1

3 3

5 5

1 1

2 2

3 3

・

'

Ⅲ
５-３

Ⅲ
５-３

Ⅰ
6

▲３

・
8

２ＴＯ

Ⅱ

放
棄

放
棄

・
8

(2)ＷＰ

ＰＢ

Ⅰ

KWP

ＰＢ

◇3-4

④'

7-6

TO
↑

5

Ⅱ
'’

'’

'’

６E
Ⅰ

(3)

(2)

④

・
8

Ⅲ

D

６-３

5ⅢB

(5)

5-
Ⅱ

６E

５-

5-6

Ⅰ

(3)

④

9
・

Ⅱ

）

◇８

Ⅲ
６-３

Ⅰ Ⅰ

）

(3)

(2)

⑤
・
8

・
8

8

４-３

Ⅲ Ⅲ

(4)

◇5-3

◇3-4

△２E

Ⅱ

(4)(5)

(2)

・

５-３

8E④

9
・

４

）

Ⅱ

(Ｗ'

'’(ＰＢ)

▲２

３TO

・

5E

Ⅰ

Ⅰ
(3) (2)

④

④

・

9

7

６E３

５-３

Ⅲ

５-３

◇3-4

2-6

TO

'

'
Ⅱ

7-5

TO

7
・

(3)

Ⅱ

8
・

８

）

Ⅲ

８-5

TO

↑



資料５－３（解答）

（公財）日本ソフトボール協会記録委員会

スコアカードの点検に関する留意点 解答

交代の点検事例

19-1 ボックスの縦波線、#UNの有無

位置 （先攻） No.
③ R 品川　咲良 3
H 目黒　　凜 12

8

20-1 同打順での選手交代と守備位置交代がある場合

（先攻）
③ 品川　咲良 3
 1 目黒　　凜 12

8
① 3 渋谷　結菜 10

9

20-2 ＤＰの守備兼務、兼務解除

（先攻）
 3 OP 3 品川　咲良 3

8
 DP H　DP 渋谷　結菜 10 ○

Ｈ 目黒　　凜 12 ○

9

20-3 ＤＰの守備兼務、兼務解除（ＦＰの再出場がある場合）

（先攻）
 DP1DP 品川　咲良 3

9
① 渋谷　結菜 10

(FP)

（後攻の交代記帳欄）

③ #3

（DP)-(1) (DP1)-(DP)
① #10

1 2 3 4 5 6

（後攻の交代記帳欄）

(1) #12
(3) #10

③ #3
① #10

ＫＳ

（後攻の交代記帳欄）
(3)-(OP)
(DP)-(DP3)

(OP)-(3)
(DP) #12

DP  #10

（後攻の交代記帳欄）

6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 6

H
R

Ｄ

#3
5-3

Ⅱ

H

5
Ⅰ

）

Ⅱ

H

3 R 3

(1)-③ #3

(3)-(1)
(3)-(1) #12

(1)-(3)

1 3 1

DP 3  H  DP

HDP

(3)-(DP) #12
(DP)-(3)

(1)-(DP)



資料５－３（解答）

20-4 ＦＰのＤＰ兼務、兼務解除（ＤＰのＦＰ以外の守備兼務）

（先攻）
　3OP 目黒　　凜 12

ＤＰ①２３ 7
品川　咲良 3

FP H1 渋谷　結菜 10
TR 目黒　　凜 12

8
2 OP 2 神田　綾花 5

9
① 渋谷　結菜 10

(FP)

21-2 DPの交代時の位置欄の記帳（先発ＤＰの再出場がある場合）

（先攻）
 DP 品川　咲良 3 ○

 H 目黒　　凜 12 ○

9

(DP)#12

ＫＬ

(DP3) #3
② #5

1

 DP  #3

（後攻の交代記帳欄）

（後攻の交代記帳欄）

（１）－（１DP) DP1  #3

① #3

(DP2) #3

1 2 3 4 5 6

2 3 4 5 6

）
H F 5 DP

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

H

Ⅰ

5-3

6

）

1-3
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